
生活困窮者就労準備支援事業　就労準備支援プログラム【計画書】

	作成日
	令和6年10月28日（月）

	事業所
	NPO法人A

	担当者
	厚労次郎


	氏名（ふりがな）
	霞次郎（かすみじろう）

	性別
	☑男性　□女性　□（　　）

	生年月日
	☑昭和　□平成　５２年　１月　１５日（　４７歳）

	職歴
	長距離トラックドライバーでの正社員歴あり

	就労に対する本人の意向
	まだ具体的には決まらない状況



	本人が希望する就労内容　※本人記載欄

	自分に合う仕事があればと考えている。


	最終的な目標設定及び支援方針　※本人と担当者で調整の上

	（まだ定まっていない。）


	支援開始時の本人の状況と課題

	
	1 日常生活自立：仕事に支障が出るほど生活状況が乱れている。

	
	2 社会生活自立：昔は社交的だったが、現在はあまり人と関わりがなく不安がある。 

	
	3 経済的自立：けがのためドライバーの仕事ができなくなり、他の仕事のイメージがつかない。


	
	長期目標
	短期目標
	期間
	支援内容
	備考

	①日常生活自立
	仕事をするのに支障がない程度に生活習慣を改善していく。
	・決められた時間にプログラムに参加することができる。
	
	・面談時間や午前のプログラムに参加するようにする。
	

	
	
	・（日中は仕事をするという前提で）昼間に飲酒をしない。
	
	・働くことをイメージして、飲酒の時間を決めていく。
	

	
	
	・センターに来るときは身支度に気を遣う。
	
	・働くことをイメージして外出するときは身支度を整えるようにする。
	

	②社会生活自立
	他者との接点を増やし、不安を解消していく。
	他者と協力して作業ができるようになる。
	
	就労体験・職場見学等に参加する。
	

	
	
	自分の考えを伝えることができるようになる。
	
	グループワーク（ディスカッション）等の実施
	

	4 就労自立
	就労体験や適性検査を通して、自分のこれからの働き方のイメージを持つ。
	さまざまな職種に挑戦してみる。
	
	就労体験（場合によっては就労訓練事業）
	

	
	
	適性検査の実施
	
	VPIやJobtagを利用する。
	


	本人同意欄
	


※計画内容については、月次の評価により、適宜見直しを行う。【留意事項】
①所定の作業日、作業時間に、作業に従事するか否かは、対象者の自由であること。また、所定の作業量について、所定の量を行うか否かについても、対象者の自由であること。
②作業時間の延長や、作業日以外の日における作業指示が行われないこと。
③所定の作業時間内における受注量の増加等に応じた、能率を上げるための作業の強制が行われないこと。
④欠席・遅刻・早退に対する手当の減額制裁がないこと（実作業時間に応じた手当を支給する場合においては、作業しなかった時間分以上の減額をすることがないこと）。
⑤作業量の割当、作業時間の指定、作業の遂行に関する指揮命令違反に対する手当等の減額等の制裁がないこと。
生活困窮者就労準備支援事業　就労準備支援プログラム【評価書】
	作成日
	

	事業所
	

	担当者
	

	氏名（ふりがな）
	

	性別
	□男性　□女性　□（　　）

	生年月日
	□昭和　□平成　　年　　月　　日（　　歳）


	就労準備支援プラン

	支援実施期間・支援の内容（当初の目安）
※計画書に沿って事前に記載
	振り返り
（本人記載）
	評価
（本人と担当者で調整の上）

	（□月□日～□月□日）（以下、１か月ごとに記載）
○支援内容
　・開始時間・終了時間
　・社会参加活動等の内容
　・就労体験の内容
　・就労に付随する講習等の内容
	
	

	（□月□日～□月□日）（以下、１か月ごとに記載）
○支援内容
　・開始時間・終了時間
　・社会参加活動等の内容
　・就労体験の内容
　・就労に付随する講習等の内容
	
	

	（□月□日～□月□日）（以下、１か月ごとに記載）
○支援内容
　・開始時間・終了時間
　・社会参加活動等の内容
　・就労体験の内容
　・就労に付随する講習等の内容
	
	

	（□月□日～□月□日）（以下、１か月ごとに記載）
○支援内容
　・開始時間・終了時間
　・社会参加活動等の内容
　・就労体験の内容
　・就労に付随する講習等の内容
	
	

	（□月□日～□月□日）（以下、１か月ごとに記載）
○支援内容
　・開始時間・終了時間
　・社会参加活動等の内容
　・就労体験の内容
　・就労に付随する講習等の内容
	
	

	（□月□日～□月□日）（以下、１か月ごとに記載）
○支援内容
　・開始時間・終了時間
　・社会参加活動等の内容
　・就労体験の内容
　・就労に付随する講習等の内容
	
	


吹き出しや記入例を削除してご利用ください





記入欄は表を編集するなど、入力しやすい方法に変更してもOK





まだ将来のイメージ等が固まっていない場合は、そのまま書けばOK





本人が傷つかないような書き方に配慮をすること。





具体的かつ、本人が取り組みやすい内容にすること。また使わない行や列は適宜、削除してOK。








3
3

